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　歯科医による「第２の８０２０運動」を提案します。８０２０運動とは、８０歳になっても
自分の歯を２０本以上保とうという運動です。第２の８０２０運動とは、口腔癌の早期発見率
を、現在の２０％から８０％にしようというものです。

　口の中にも舌癌や歯肉癌など、癌ができます。年間約６千人の方が罹患されます。早期癌で
発見されると「食べる・飲む・話をする」などの口の働きを損なうことなく治すことができ、
５年生存率（診断から５年経過後に生存している患者の比率）は９０％以上です。

　しかし、進行癌で発見された場合には、手術で癌の部分を大きく切り取らなくてはなりませ
ん。無くなった舌や顎などは体の他の部分を使って再建しますが、首や顔に傷ができ、「食べ
る・飲む・話をする」などの口の働きが悪くなることは避けられません。そのうえ治療期間が
長くなるのもしばしばで、それらの治療を行っても５年生存率は５０％程度です。

　歯科医は口腔癌発見のための勉強もしています。現在は患者のうちの２０％にすぎない早期
発見率を８０％以上にするため、積極的に診てもらいましょう。
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